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尿石症の成因に関する研究
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論 文 内 容 の 要 旨

尿石症の成因に関しては種々の因子があり, いまだ一元的な発生病理は確立されていない｡ なかでも核

生成機序および尿中の Ca と可溶性鉛鉛を作る (キレー トする) Citrate と尿石との関係については不明

な点が多い｡ そこでラットに V itam in D , 篠酸, Carbonic A nhydrase lnhibitor (CA I) を投与して腎

石灰化をおこし, この際における核発生の様相について尿の理化学的所見と腎の組織化学的所見を中心に

検討を加え, 同時に核発生予防の点についても検討した｡ 次に形成された核がいかなる過程により結石ま

で成育するかの問題について in vitro, in vivo において結石形成実験を行ない, 最後に尿石患者尿につ

いて Ca とキレー トするといわれている Citrate 排酒量を測定 し, 人体症例について総合的に尿石成因と

の関係について検討し, 次のような結果を得た｡

第 Ⅰ編 結石形成物質および薬剤投与による実験的尿石形成について

1) V itam in D , 篠酸, Carbonic A nhydrase lnhibitor (CA I) をラットに投与したところ, 尿石形成

はみられなかったが, 腎石灰沈着を生じた｡

2 ) 組織化学的に腎石灰沈着と M ucopolysaccharide (M PS) は密接な関係を認めたが, M PS が石灰

沈着に先行する結果は得られず, CA I 投与時では M PS の出現は二次的と考えられた｡

3 ) CA I 投与時の石灰沈着の成因はアルカリ性尿であり, 尿中 Citrate の減少はあまり意味をもたな

いと考えられた｡

4 ) CA I 投与時の腎石灰沈着は A lum igel の投与により抑制された｡

5 ) H exasodium m etaphosphate (H SM P) の投与により穆酸投与時の腎石灰沈着は抑制された｡

第Ⅱ霜 実験的異物結石について

1) in vitro の実験ではラット尿, 正常人尿および尿石炭を使用 した｡ 亜鉛などの核を浸積 したところ

結石の形成をみたがシリコーン加工 したものでは結石形成が阻害され, 表面積の大きい綿糸, 絹糸では促

進された｡
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尿石尿においては正常人尿よりも塩の析出傾向が一般に顕著であった｡

2 ) ラッ ト勝耽内異物結石形成による in vivo の実験で も核の種類により特異性がみられ, シリコーン

加工 したものでは結石が出来にくかった｡

性別では雄動物の方に粗大結晶状の形石形成がみられ, この原因は下部尿路の解剖学的相異によるもの

と推定 した｡

尿量を増加せ しめたものでは尿石形成は抑制され, 尿素分解菌感染尿においても尿量の増加は尿石形成

に阻止的に働いた｡

第Ⅱ編 尿石症における尿中 Citrate 排潤の意義について

1 ) 尿石尿の Citrate 濃度, 排贈呈は平均値では正常尿と有意の差を認めな か ったが, 尿石尿で 100

m g/day 以下のものが多 くみられた｡

CA I 投与尿では明らかに尿中 Citrate は減少を示 した｡

2 ) 尿中 Ca 量は正常尿, 尿石尿, CA I 投与尿妊婦尿問に特に差をみなかった｡

3 ) 尿石尿の細菌陽性群と細菌陰性群の尿中 Citrate 排浬は有意の差をみな か ったが, 細菌陽性群に

てやや低値を示 した｡

4 ) 尿石尿の Ca/citrate, Citrate/Creatinine は明らかに正常尿のそれと比べて差をみとめた｡ このこ

とから尿中 Citrate は尿石症の成因の一つに関与 し, 特に尿中 Ca イオン, Citric acid の量が重要であ

ると考えられた｡ ただ CA I 投与尿などアルカ リ尿の時には尿中 Citrate はほとんど尿石症の成因には関

与 しないものと考える｡

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

尿石症の成因は未だじゆうぶんに明らかではない｡ この研究では尿石核発生の機序, 尿石発育に関係す

る種々の因子および尿石症の尿中クエン酸について検討 した｡

まず V itam in D , 篠酸, Carbonic anhydrase inhibitor (CA I) をラッ トに投与 したところ腎石灰沈着

を生じた｡ この際に M ucopolysaccharide は腎石灰沈着と密接な関係を有 し, とくに核増大に関係する

ものと考えられた｡ なかで も重要な CA I 投与時の腎石灰沈着の成因は尿のアルカリ性であり, その石灰

沈着は A lum igel の投与により抑制された｡

つぎに実験的異物結石の形成については, 核存在下では in vitro,in vivo ともに結石の形成をみたが,

核の種類により結石重量に差がみられた｡ 尿石尿においては塩の析出傾向が正常尿よりも顕著であり, 尿

量の増加は尿石形成を抑制 した｡

尿石症における尿中 Citrate の意義については, 尿石尿の Ca/Citrate は正常尿のそれよりも大きく,

Citrate/Creatinin は小さい｡ このことから尿中の Citrate は尿石の成因に関与 し, とくに尿中の Ca イ

オン, Citric acid の量が重要であると考えられる｡

この研究は学術上有益で, 医学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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